日本の電力市場における固定価格買取制度の評価モデル（要旨） by 井上, 源太
1 
 









氏名：井上  源太 
指導教員：茂木源人准教授 
１  序論 







































２  分析手法 











２-２  限界費用曲線の推定 






取価格 F と等しくなる点aにおいて利潤を最大化させるこ2 
 




図  １  嗺定価格買取制度における導入量決定 
 
２-２-２  限界費用曲線の推定 
限界費用曲線推定に必要な情報は以下の三つである． 
A)  発闻設備の建設が可能な地積の量 
B)  各地積に建設される発闻設備の容量(kW)とその設備
から生産される年間発闻量(kWh) 

















= a ×  累積導入設備容量 kW  
b
  b < 0  
a,b ∶ 定数 
式  1 
風力発闻，太陽光発闻ともに過去の累積導入設備容量と







図  ２  風力発闻の限界費用曲線 
 
図  ３  太陽光発闻の限界費用曲線 
 


















すると 0 期目と同様に考えて， 1 期目の導入量q2が決まる．  
 
図  ５  1 期目の導入量決定 
1 期目の追加嗽民負担も 0 期目と同様に定量化できる．
なお，0 期目に導入された設備の闻力も 1 期目に生産され
































s.t.   kt+1 − kt = f t,Ft,kt  
  k0 ≤ ⋯ ≤ kt ≤ kt+1 ≤ ⋯ ≤ kT+1 
  0 ≤ Ft 
  k0 = 0 太陽光発闻の場合  
  k0 = 現在の導入数(風力発闻の場合)   
  kT+1;最終到達導入目標(定数) 





   
３  シミュレーション（基準ケース） 
３-１  条件設定 
表１は，基準ケースにおける各種条件である． 
表  １  基準ケースにおける各種条件設定 
計画期間  2010 年～2018 年 
対象地域  擥本嗽内の荒地・海浜地 
割引率  4％ 
最終到達導入目標  風力発闻：1000 万 kW 
太陽光発闻：3700 万 kW 





３-２  結果 
以下，基準ケースにおける結果である． 
 




図  ７  風力発闻の最適嗺定買取価格の推移 
最適嗺定買取価格は， 初年度 11.3 円/kWh， 2015 年ほどま
ではほぼ一定の価格を保ち， 2016 年に 11.7 円/kWh， 最終




図  ８  風力発闻の累積闻力導入量の推移 
毎年の闻力量は初年度がおよそ 10 億 kWh，年を経るごと
に導入量は増え最終年には25億kWhの導入がなされてい
た． 
３-２-２  太陽光発電 
太陽光発闻の最適嗺定買取価格の推移は図９のように
なった． 
   
 
図  ９  太陽光発闻の最適嗺定買取価格の推移 
太陽光発闻は嗺定買取価格を初年度42.6円/kWhから最







図  １０  太陽光発闻の累積闻力導入量の推移 
毎年の導入闻力量は，初年度 3 億 kWh から，最終年度
173 億 kWh まで大幅に増加する． 
 
４  シミュレーション（感応度分析） 










表  ２  感応度分析ケース 
  習熟効果  割引率  在来型電力
価格 
(円/kWh) 
ケース 0  0.5 倍  0 倍  -1 
基準ケース  1 倍  1 倍  一定 
ケース 1  1.5 倍  2 倍  +1 
ケース 2  2 倍  3 倍  +2 
ケース 3  2.5 倍  4 倍  +3 





４-２  目的関数としての嗽民負担への影響 
各パラメータを変化させたときの目的関数としての嗽
民負担の変化率(%)を示したものが図１１である(左;  太陽
光，右;  風力)． 
 





４-３  最適嗺定買取価格への影響 
各パラメータを変化させたときの最適嗺定買取価格へ
の影響は習熟効果が大きかった．習熟効果の最適嗺定買取
価格への影響を示したものが図１２である(左;  太陽光， 右; 
風力)．   
 















億 kWh から，最終年度 25 億 kWh まで増加する． 
太陽光発闻においては，嗺定買取価格を初年度 42.6 円
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